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敬意を表して

特集／健全な財政運営を進めています
特集／不納欠損を発生させないために
特集／快適な冬期間の環境づくりのために
議会だより

くらしのお知らせ
健康ひろば

連載／留萌ゆめ・みらい物語⑩
留萌市情報アンテナ

－－

－－

今月の主な内容 

－

－

敬意を表して敬意を表して敬意を表して敬意を表して敬意を表して敬意を表して
　10 月１日　 、「平成 29 年度
留萌市功労表彰式」が中央公民
館講堂で行われました。
　表彰式では、高橋定敏市長が
自治や教育文化、産業経済、社
会福祉などの分野で長年活躍し
てきた被表彰者・団体の功績を
たたえました。



（４）市債発行額 （５）財政調整基金残高

◎留萌市中期財政計画では、市債発行額を
「各年度投資事業 10 億円目安（過疎対策
事業債ソフト分を除く）」と定めています。

◎留萌市中期財政計画では、標準財政規模
比 20％（平成 28 年度は 15 億 5,516 万円）
の残高確保を目標としています。

平成 28 年度は、投資事業 10 億円と
過疎対策事業債ソフト分１億円の目安

に対し、合計９億 1,290 万円を発行しました。

平成 28 年度の残高は 20 億 616 万円
となっており、目標額を上回る残高

を確保することができました。

（２）実質公債費比率 （３）将来負担比率

▼留萌市中期財政計画では、規律ある財政運営を進めるため、５つの財政規律（基準）を設定
して年度ごとに現状を分析し、計画の進行状況を確認しています。

【 平成 28 年度連結実質赤字率 】

広報るもい　2017（平成 29）年 ■11 月号 23

　市では、「留萌市中期財政計画（平成28 ～ 32年度）」に基づき、
健全で持続可能な財政運営に取り組んでいます。

健全な財政運営を
進めています

市・財務課　　４２‐１８１３問

広報るもい　2017（平成 29）年 ■11 月号

「留萌市中期財政計画」の進行状況

特 集

（１）連結実質赤字比率

■平成28年度の実績
◎財政規模に対する連結実質赤字額（各会計の差引額の合計）の比率
です。ただし、合計値が黒字の場合は「実質赤字額なし」となります。

差引額（①～⑧）の合計値　 　　   ＋   5 億 5,567 万円

【 平成 28 年度決算 】

連結実質赤字額

実質赤字額なし
（黒字のため）

連結実質赤字比率（％）

実質赤字比率なし

水道事業と病院事業は、「地方公営企業法」などの改正に基づいた会計基準見直しの経過措置を反映
した金額（流動資産額・流動負債額）となっています。
会計ごとに端数処理しているため、差引額の合計値と一致していません。

※

※

（単位：百万円）

区 　 　 分

収 入
支 出
収 支 差 引 額

平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度
総　額 一般財源 総　額 一般財源 総　額 一般財源 総　額 一般財源 総　額 一般財源

平成 34 年度

13,235
13,430

8,520
8,715

195

13,513
13,845

8,459
8,791

332

13,248
13,173

8,500
8,425

75

13,213
13,198

8,435
8,420

15

13,202
13,074

8,450
8,322

128－ － ＋ ＋ ＋

　留萌市中期財政計画の「今後の財政見通し」
では、平成 30 年度から 34 年度までの５カ
年で合計３億 900 万円の収支不足を見込ん
でいます。
　このため、市では収支不足の解消に向けて

各事業の踏み込んだ分析・検証を行い、最少
の経費で最大の効果を生むための取り組みや
自主財源の確保に努めるとともに、財政調整
基金などを活用しながら、今後も財政規律に
基づいた健全な財政運営を進めていきます。

■今後の財政見通し（平成30～34年度）

▼留萌市中期財政計画では、計画の進行管理を目的として、毎年向こう５カ年の財政見通しを
作成し、公表することとしています。

◎財政規模に対する一般会計で負担する地
方債などの返済金の比率です。

◎財政規模に対する将来負担する実質的な
負債残高の比率です。

平成 28 年度は、健全な財政運営を進
めた結果、計画どおり国が定めた健全

団体水準（25.0% 未満）を維持しています。

平成 28 年度は、健全な財政運営を進
めた結果、計画どおり国が定めた健全

団体水準（350.0% 未満）を維持しています。

平成28年度は、病院事
業会計で赤字となってい
るものの、合計値が黒字

となっていることから、連結実質赤
字比率は生じていません。

18.0

17.0

16.0

15.0

0

Ｈ 28　　Ｈ 29　　Ｈ 30　　Ｈ 31　　Ｈ 32

 実績値
　16.5%

 計画値
　16.8%

15.6%
14.8%

15.3% 15.4%

110.0

100.0

90.0

80.0

0

Ｈ 28　　Ｈ 29　　Ｈ 30　　Ｈ 31　　Ｈ 32

 実績値
　86.3%

 計画値
　99.1% 96.1% 94.6% 93.4%

88.6%88.6%

94.6%94.6% 93.4%93.4%

88.6%88.6%88.6%88.6%

凡例 → 　　　健全な状態　　　　改善が必要な状態　　　　危機的な状態

会 計 名

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

介 護 保 険 事 業

港 湾 事 業

下 水 道 事 業

水 道 事 業
病 院 事 業

136 億 5,825 万円

27 億 3,729 万円

3 億 1,444 万円

20 億 3,937 万円

1 億 8,192 万円
12 億 3,274 万円

4 億 5,031 万円
11 億 2,893 万円

133 億 5,031 万円

26 億 6,125 万円

3 億 1,443 万円

20 億 3,500 万円

1 億 8,192 万円
12 億 6,333 万円

1 億 2,792 万円
12 億 7,729 万円

収 入 支 出 差 引 額

（解消可能資金不足額控除後の額）

（形式収支－翌年度繰り越し分＝実質収支）
＋
＋

＋

＋

＋

±
－
±

＋
－

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

3 億　794 万円
3 億     121 万円

7,604 万円

1 万円

437 万円

0 万円
3,059 万円

0 万円

3 億 2,239 万円
1 億 4,836 万円



平成 28 年度の不納欠損状況

広報るもい　2017（平成 29）年 ■11 月号 45

　市では、行政サービスの財源確保と不納欠損の圧縮を図るため、
徴収体制の強化や滞納者への対処などに取り組んでいます。

不納欠損を
発生させないために

市・税務課　　４２‐１８０４問

広報るもい　2017（平成 29）年 ■11 月号

不納欠損とは

滞納者への対処について

▼不納欠損とは、未納となっている市の債権（市税や公課など）のうち、徴収の見通しが立た
ないなどの理由で未収金から除くことを言います。

●市税（市民税や国民健康保険税など） ●公課（下水道料金や介護保険料など）

区 分

無財産・無資力

生 活 困 窮

居所・財産不明

そ の 他

合 計

件 数（ 件 ） 金 額（ 円 ）

122

128

3

67

320

10,729,833

6,973,310

109,900

5,894,879

23,707,922

区 分

無財産・無資力

生 活 困 窮

居所・財産不明

そ の 他

合 計

件 数（ 件 ） 金 額（ 円 ）

19

135

30

164

348

557,916

4,749,374

369,402

4,927,920

10,604,612

●公課以外（住宅使用料と土地貸付料） ●企業会計（水道料金と医業収益）

区 分

無財産・無資力

生 活 困 窮

居所・財産不明

そ の 他

合 計

件 数（ 件 ） 金 額（ 円 ）

8

0

0

0

8

3,931,142

0

0

0

3,931,142

区 分

生 活 困 窮

破産等による免責

居所・財産不明

そ の 他

合 計

件 数（ 件 ） 金 額（ 円 ）

25

6

7

96

134

568,745

871,651

631,628

5,070,514

7,142,538

滞納処分できる財産がない状態
日常生活に必要な最低限の財産しかない状態
破産などで財産を全て失っている状態
住所や勤務先、財産などが不明である状態
住んでいる場所は判明しているものの、生活
実態や財産が不明である状態のほか、相続放
棄されている状態

【   】
【   】
【   】
【   】
【 】

無財産・無資力
生 活 困 窮 
破産等による免責 
居所・財産不明
そ の 他

　平成 28 年度の不納欠損状
況では、「無財産・無資力」と

「生活困窮」が発生理由の大半
を占めています。市では、今
後も滞納者の実態を踏まえ、
適正な収納管理に努めます。

▼市では納期限までに納付がない場合、電話
や文書による催告を行い、滞納者へ早期の納
付を促しています。それでも納付または相談
がない場合には財産調査を行い、財産の有無
を確認した上で滞納処分を執行します。

　市では滞納している状態が改善されない場
合、「市税」「公課」「公課以外」「企業会計」
のいずれにかかわらず、滞納者への対処を実
施します。主な対処例は右記のとおりです。

水道料金などを滞納した場合
上・下水道料金

住 宅 使 用 料

医 業 収 益

給水停止

財産差押えまたは
住宅明渡し（強制執行）

財産差押え

◎

◎

◎

納付相談はお早めに ●主な相談窓口

特 集

　皆さんが納めている税金な
どは、快適に暮らすために必
要な行政サービスの貴重な財
源となっています。納期限を
しっかりと守り、忘れずに納
めましょう。

▼病気や失業などのやむを得
ない事情で納付が困難な場合
は、お早めに各担当課へご相
談ください。
　なお、各担当課は、右記
の表でご確認ください。ま
た、市ホームページ（http://
www.e-rumoi.jp/）でもご覧
いただけます。

対 象 税 目 な ど

市 税

保 育 実 施 費 負 担 金

学童保育実施費負担金

上 ・ 下 水 道 料 金

下水道事業受益者負担金

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

住 宅 使 用 料

土 地 貸 付 料

医 療 費

担 当 課（ 電 話 番 号 ）

（ 4 2 - 1 8 0 4 ）

（ 4 2 - 1 8 0 8 ）

（ 4 2 - 5 1 5 1 ）

（ 4 2 - 2 0 4 9 ）

（ 4 2 - 1 8 0 5 ）

（ 5 6 - 5 0 0 1 ）

（ 4 2 - 1 8 1 3 ）

（ 4 9 - 1 0 1 1 ）

市 ・ 税 務 課

子 育 て 支 援 課

市・上下水道課

市・上下水道課

市・介護支援課

市 ・ 市 民 課

市・建築住宅課

市 ・ 財 務 課

市立病院・医事課

市・教育委員会

（ は ー と ふ る 内・ ）4 9 - 6 0 7 0

督促状を送付

電話・文書催告

給与や年金、不動産などの財産調査

差押えを執行 滞納処分の停止など

財産がある 財産がない

【 「滞納者への対処」の一例 】

【 主な対処例 】

滞納者の勤務先で給与や年金の支給状況など
について調査
収入先や取引状況などの調査
不動産の所有や抵当権の設定、負債額などの
調査
自宅などを捜索し、生活必需品以外の動産

（貴金属や宝飾品など）の所有状況を調査
滞納者の生活状況などについて家族や親族、
近隣住民へ聞き取り調査

①

②
③

④

⑤

水道料金などを滞納した場合

近隣住民へ聞き取り調査



ロードヒーティングの稼働区間について

● 

● 

● 

● 

● 

● 

●

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

●

    ● ● ●  ● ● ● ●

「市民雪捨て場」について

「コミュニティ除雪」を推進しています

広報るもい　2017（平成 29）年 ■11 月号 67

　市では、快適な冬期間の環境づくりに向け、「市民との協働による
冬期間の環境づくり」を推進しています。

快適な冬期間の
環境づくりのために

市・都市整備課　　４２‐２０１０

広報るもい　2017（平成 29）年 ■11 月号

市民との協働による冬期間の環境づくり

特 集

問

　除雪作業を効率的に行うた
めには、皆さんのご理解とご
協力が不可欠です。安心で安
全な地域づくりのため、ご協
力をお願いします。

▼市では、皆さんが通学や通勤などで利用する路線を確保するため、冬期間の除雪作業を行っ
ています。なお、除雪作業は、おおむね午前３時から同７時 30 分までとなっています。
※天候や降雪状況、路面状況などで作業時間を変更する場合があります。

←至市街地

市民雪捨て場

●大和田八線左の沢

至深川方面→

● 衛生センター

233

潮静小学校
●

● 潮静児童センター

231
市民雪捨て場

至
増
毛
方
面
↓

●
 ゴールデンビーチ

るもい

や
ま

か
● 

●ゴールデンビーチるもい（沖見町 1 丁目）

▲小型除雪機

※ロードヒーティング稼動区間は白丸「○」で表記

【 除雪作業の出動条件 】

【 留萌市からのお願い 】

◎道路への『雪出し』は行わないでください。

◎各家庭の玄関先の雪は、各自で除雪してください。

◎除雪作業の妨げとなります。路上駐車はやめましょう。

▼市では、「市民との協働による冬期間の環
境づくり」を推進するため、「市民雪捨て場」
を開放しています。なお、開放日は、市ホー
ムページ（http://www.e-rumoi.jp/）やエフ
エムもえるなどでお知らせします。

ロードヒーティング
稼動区間

【 北 8 条通り 】
錦町４丁目周辺

231

   ●
るもい
プラザ

●
モリモト家具

チューオー本店 ●

       ●
北海道
銀行
留萌支店　　　　　　　

光明寺 ●

ロードヒーティング
稼動区間

【 沖見幹線通り 】
沖見町５丁目周辺

沖見配水場 ●
●
市営住宅
あかしあ
３・４・５号棟

共済組合
職員住宅
97 共Ａ
 　　  ●

ロードヒーティング
稼動区間

【 北 10 条通り 】
宮園町 1 丁目周辺

231

                          ●
留萌聖園幼稚園　　　　　　　

るもいプラザ
     ●

 藤田クリニック
                         ●　　　　　　　

ロードヒーティング
稼動区間

【 南５丁目通り 】
本町２丁目周辺

231

留萌十字街西ビル
●

　北洋銀行
●留萌支店

理容たぐち ●

 　　　　  ●
セイコーマート
　　留萌本町店

◎次の条件のいずれかを満たした場合に出動します。

　市では、各地区の積雪状況
などを確認しながら、排雪路
線を選定しています。
　なお、排雪作業予定は、市

ホームページ（http://www.
e-rumoi.jp/）やエフエムもえ
る（76.9MHz） な ど で お 知
らせしています。

①

②

③

降雪量が 10 センチを超えた場合

強風などで路面に吹きだまりができ、通行に大きな支障が生じると予想される場合

気象の変化（大雪や降雨、暖気など）やわだちなどの発生により、著しく路面の状態
が悪化した場合

▼平成 29 年度は、市内４路
線のロードヒーティングが稼
動しています。
　ロードヒーティング稼動区
間への『雪出し』は、車両や

歩行者などの通行の妨げとな
ります。
　また、交通事故を引き起こ
す原因にもなりますので、絶
対にやめましょう。

▼市では、町内会が自主的に市道や共用生活道
路、町内の雪捨て場を排雪する場合などに「ダ
ンプカー（運転手付き）」「小型除雪機」「移動
式融雪機」を無料で貸し出しています。ご希望

●利用上の注意

◎

◎

◎

ダンプカーは「４トン車」「10 トン車」の
２種類があります。申し込みの際にいずれ
のダンプカーを利用するかお伝えください。

ショベルカーなどは利用者が各自で手配し
てください。

小型除雪機や移動式融雪機は、指定の場所
へ運搬します。機器などの燃料は利用者の
負担となります。

の方は、利用日の７日
前までに、市・都市整
備課へお申し込みくだ
さい。（土・日曜日、祝
日を除く）　

※１月３日　 は午前 6 時から正午まで開放
※１月４日　 から通常どおり開放

【 開放時間 】 

【 閉鎖期間 】

①   6：00 ～ 12：00
② 13：00 ～ 17：00
年末年始 12 月 31 日　 ～１月２日



留萌市議会だより 議会です こんにちは

留萌市議会

議会です
こんにちは
主
な
内
容

第 126 号

留萌市議会だより
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🅿 ８～🅿 ９ ◦【特集】留萌市市制施行 70 年特別企画「中学・
高校生との意見交換会」を開催しました！

　　　🅿10  ◦各常任委員会からの報告
　　　　　　◦森林・林業・林産業活性化推進議員連盟からの報告
 🅿11～🅿13 ◦第３回定例会一般質問項目
　　　🅿14 ◦決算審査特別委員会からの報告
　　　🅿15 ◦こんなことが決まりました
  ◦各組合議会からの報告 ………………… ほか

留
萌
市
市
制
施
行
70
年
特
別
企
画

「
中
学
・
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
」を

開
催
し
ま
し
た
！

　

昨
年
６
月
、
公
職
選
挙
法

の
改
正
に
よ
り
選
挙
権
年
齢

が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
そ
の
１
票
が
地
域
社
会

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

留
萌
市
議
会
で
は
、
留
萌

市
市
制
施
行
70
年
特
別
企
画

と
し
て
、
8
月

9
日
、「
中
学
・

高
校
生
と
の
意

見
交
換
会
」
を

学
生
を
対
象
に
初
め
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

議
会
と
の
意
見
交
換
を
通

し
て
、
若
い
世
代
に
も
自
分

た
ち
が
暮
ら
す
マ
チ
に
も
っ

と
関
心
を
持
ち
、
故
郷
留
萌

の
未
来
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
の
想
い
か
ら
企

画
し
、
市
内
３
中
学
校
、
２

高
校
か
ら
生
徒
16
人
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
議
員
を

交
え
た
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
議
場
で

の
グ
ル
ー
プ
代
表
の
発
表
、

参
加
生
徒
か
ら
議
会
へ
の
質

問
の
３
構
成
で
行
わ
れ
、
議

場
の
演
壇
で

発
表
し
「
一

問
一
答
」
に

答
え
る
な
ど

本
番
さ
な
が
ら
に
議
場
の
雰

囲
気
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
学
校
関

係
者
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
お

礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
こ

の
度
の
意
見
交
換
会
で
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
、
議
会
運

営
委
員
会
で
協
議
し
、
担
当

す
る
各
常
任
委
員
会
に
お
い

て
議
論
し
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
が

議
会
を
体
験

▼一日議会体験に参加した市内中学校・高校の生徒たち

▲多くの意見が出されたワークショップ

※皆さんからいただいたご意見は議会運営委員会で協議し、担当する各常任委員会において議論しています。

■ワークショップで出された意見（一部抜粋）

■市議会への質問（一部抜粋）

■参加いただいた生徒の皆さん（敬称略）
グループ 氏　　名（学校・学年）

Ａ 中原優希 ( 留萌高校２年生 )、高橋文香 ( 留萌千望高校２年生 )、山本花凜 ( 留萌中学校３年生 )、新谷佳己 ( 港南中学校３年生 )

Ｂ 佐藤孝紀 ( 留萌高校２年生 )、小笠原舞 ( 留萌千望高校２年生 )、関　瑞穂 ( 北光中学校２年生）、久保和貴 ( 留萌中学校３年生 )

Ｃ 石田美希 ( 留萌高校２年生 )、檜森夢佳 ( 留萌千望高校３年生 )、中島沙知 ( 北光中学校３年生 )、田中風花 ( 港南中学校３年生 )

Ｄ 入谷　龍 ( 留萌高校２年生 )、川那邊遙弥 ( 留萌千望高校２年生 )、野口真希 ( 留萌中学校２年生 )、亀谷涼太 ( 港南中学校３年生 )

▲多くの意見が出されたワークショップ▲多くの意見が出されたワークショップ

テ  ー  マ 意　　見

①留 萌 に 魅 力 を 感 じ る
か。魅力を高めるため
に 何 が 必 要 で ど う 変
わっていくべきか

②今、学校で課題になっ
ていること

③市内の公共施設につい
て（市役所、公民館、
スポーツセンター、温
水プールぷるも）

 ・

 ・
 ・
 ・

 ・

 ・

 ・

スマートフォンを持っている人と持っていない人
との間に距離ができている
生徒同士はフレンドリーだが学力の低下が著しい
留萌高校と千望高校の統合への不安
大人同士の議論が進んでいるが、実際にそこで学
ぶ生徒たちで話し合う場がほしい
統合により今まで続いている地域との交流はどう
なるのか
高校の統廃合で規模立地、制服、年間行事の継続
などに不安がある
生徒が在学中に２回の閉校を体験しないように
と、配慮してくれたのは分かっているが、母校が
なくなるという残念さは感じる

 ・
 ・
 ・

 ・
 ・

 ・

温水プールぷるもを冬にも使えるようにしてほしい
ぷるもの利用期間を（今よりも）長くしてほしい
夏期間の開放でよい。そのかわりＰＲをしっかり行
い期間中の利用増を促すことが大切
公共施設に Wi-Fi があれば利用しやすい
公共施設の利用案内をホームページも含めてわかり
やすく公開してほしい
公共施設と商業施設が複合したものがあればと思う

 ・漁業が盛ん／海（カニ釣り）／海産物が豊富／
夕陽や景色がきれい／海の幸、山の幸が豊富／犯
罪が少なく安心なマチ／地域の方が優しい。明る
く挨拶したり、話し掛けたりしてくれる

質　　　問 答　　　弁

大人は、留萌に対して魅力を感じる場
所はどこだと思うか

やはり、大人も自然の豊かな黄金岬などが一番だと思う。今日いただいた意
見など、大人も子どもも思っていることは同じだが、どうやって生かすかが
課題。議会でしっかり議論して、皆さんに返したいと思う。

旧幌糠小中学校の利活用は現在、６次産業化に力を入れており、特産品などが
作られている。また、教室の整備もされているが、体育館の利活用はされてい
ないので、貴重な意見として受け止め、常任委員会で話し合っていきたい。

北光中学校の閉校後の利活用について議会としては、正式な審議はしていな
いが、人材開発センター（パワスポ）と市が協議をしている段階で決定して
いない。利活用するとしたら、金額など条件について協議している。

 ・買い物を楽しめる施設、遊具（遊具場）／宿泊施
設／市民にもっと留萌のことを知ってもらう／冬
のイベントを増やしてほしい／通学時のバスが混
むので本数を増やしてほしい／黄金岬の駐車場の
整備／小中学校、高校を通じて上級生が下級生を
教えられる「学びの場」をつくると良い

■留萌に魅力を感じるところ

■魅力を高めるために何が必要か

旧幌糠小学校の体育館の有効活用は現
時点で可能か

北光中学校は、閉校後どのように利活
用されるのか教えてほしい



留萌市議会だより 議会です こんにちは

1011

 

坂
本　
　

茂  

無会派

質
問

観
光
の
持
続
的
発
展
を
図
る
た
め
に

　

黄
金
岬
の
老
朽
化
し
た
市
の
施
設
の
改
修
。

礼
受
の
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
「
留
萌

の
鰊
漁
撈
（
旧
佐
賀
家
漁
場
）
用
具
」、
国
指

定
史
跡
「
旧
佐
賀
家
漁
場
」
の
保
存
を
兼
ね
た

展
示
施
設
の
整
備
計
画
（
案
）
の
具
体
化
。
観

光
に
対
す
る
市
民
感
情
の
醸
成
に
つ
い
て
伺

う
。答

弁

財
政
の
厳
し
さ
か
ら
観
光
施
設
補
修

の
予
算
措
置
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
地
元
や
協

会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
国
指
定
史

跡
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
維
持
保
存
し
な
が
ら

郷
土
の
学
習
資
源
、
留
萌
市
の
観
光
と
い
う
視

点
で
策
定
済
み
整
備
計
画
の
再
検
討
を
進
め
て

い
く
。
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
の

醸
成
を
機
会
あ
る
ご
と
に
話
し
て
い
く
。

質
問

樺
太
引
揚
げ
三
船
殉
難
事
件
に
つ
い
て

　

留
萌
市
史
に
お
け
る
位
置
付
け
、
関
連
す
る

資
料
の
収
集
と
閲
覧
、
事
件
を
後
世
に
語
り
継

ぐ
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

戦
争
終
結
の
中
で
の
事
件
と
し
て
重

く
受
け
と
め
新
留
萌
市
史
に
も
掲
載
。
資
料
の

収
集
と
閲
覧
は
今
後
も
進
め
、
事
件
当
時
市
民

が
総
力
支
援
し
た
こ
と
を
含
め
、
次
の
世
代
に

伝
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

▲三船殉難事件の悲劇を後世に伝
　える「平和の碑」

 

小
野　

敏
雄  

萌　芽
クラブ

質
問

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
、
留
萌
・
増
毛
間
の
廃
線
に
伴

う
事
後
処
理
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
留
萌
線
の

路
線
見
直
し
を
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

方
法
で
民
意
を
く
み
取
り
、
連
携
を
進
め
て
最

終
判
断
を
下
す
の
か
を
伺
う
。

答
弁

留
鉄
道
施
設
の
調
査
は
2
月
ま
で
に

終
了
し
今
後
の
利
活
用
を
考
え
た
い
。

　

ま
た
、
路
線
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
町
内

会
長
会
議
や
市
長
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
を
通

じ
て
市
民
の
意
見
を
集
め
て
い
る
。
8
月
に
は

沿
線
自
治
体
２
市
２
町
の
事
務
レ
ベ
ル
で
の
意

見
交
換
会
に
も
参
加
し
た
。
こ
れ
ら
を
継
続
し

な
が
ら
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
市

民
の
声
を
伺
い
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

質
問

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

た
ば
こ
の
副
流
煙
を
自
分
の
意
思
と
は
関
係

な
く
吸
い
込
む
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
対
策
に

つ
い
て
現
状
と
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

▲厚生労働省の「受動喫煙のない
　社会を目指して」ロゴマーク

答
弁

今
後
は
国
に
よ
る
実
効
性
あ
る
対
策

が
進
め
ら
れ
る
中
で
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
対

策
を
進
め
た
い
。

 

坂
本　

守
正  

民進党

質
問

教
職
員
の
超
勤
・
多
忙
化
対
策

　
「
教
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

に
基
づ
き「
給
料
月
額
の
４
％
に
相
当
す
る『
教

職
調
整
額
』
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
間

外
お
よ
び
休
日
勤
務
手
当
を
支
給
し
な
い
」
と

な
っ
て
お
り
、
長
時
間
労
働
が
一
向
に
改
善
さ

れ
な
い
要
因
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
実
効
性
あ

る
超
過
勤
務
削
減
策
を
講
じ
る
の
か
。

答
弁

平
成
22
年
度
か
ら
内
容
を
見
直
し
、
継

続
的
・
反
復
的
に
取
り
組
み
、
一
定
の
効
果
は

あ
っ
た
。
教
職
員
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
増
大

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
長
時
間
勤
務
が
改
善
し

な
い
一
因
で
あ
り
、
改
善
策
に
限
界
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

質
問

黄
金
岬
海
浜
公
園
の
整
備
計
画

　

黄
金
岬
は
13
万
人
余
り
の
観
光
客
が
訪
れ
ト

イ
レ
の
洋
式
化
・
オ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
の
利
活
用

や
シ
ー
ズ
ン
中
の
交
通
安
全
対
策
含
め
機
能
性

や
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
５
カ
年
を
目

途
に
計
画
を
策
定
し
て
整
備
を
進
め
て
は
。▲オレンジハウスの利活用や交通安全

　対策が課題となっている黄金岬

答
弁

他
に
老
朽
化
し
て
い
る
施
設
も
あ
り
、

観
光
施
設
全
体
を
含
め
た
課
題
を
整
理
し
、
今

後
策
定
す
る
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
個
別
施

設
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
対
応
す
る
。

 

米
倉　

靖
夫  

無会派

質
問

市
外
の
生
徒
の
受
け
入
れ
に
向
け
て

　

留
萌
高
校
と
千
望
高
校
の
合
併
に
伴
い
平
成

30
年
度
か
ら
留
萌
唯
一
の
高
校
と
な
り
、
市
外

か
ら
の
生
徒
獲
得
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
。

　

市
内
に
は
下
宿
な
ど
宿
泊
施
設
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
練
習
場
と
宿
泊
施
設
の
一
体
的
な

施
設
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
部
活
が
強
く
な

平
成
29
年 

第
３
回
定
例
会
一
般
質
問
と
答
弁

■
留
萌
市
立
病
院
病
床
削
減

　

留
萌
市
立
病
院
よ
り
病

床
数
を
「
３
０
０
床
」
か

ら
「
２
０
０
床
」
に
改
め

る
条
例
を
一
部
改
正
す
る

報
告
を
受
け
、
第
３
回
定

例
会
に
お
い
て
可
決
し
ま

し
た
。

　　　
　

　

内
訳
は
、
透
析
治
療
の

可
能
性
が
あ
る
患
者
数
の

増
加
に
伴
っ
て
人
口
透
析

の
ベ
ッ
ド
を
拡
張
す
る
に

あ
た
り
、
病
室
２
床
を
更

衣
室
に
転
用
。
ま
た
、
休

止
し
て
い
た
一
般
病
床
52

床
を
削
除
す
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
す
。

■
入
院
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

入
院
患
者
と
そ
の
家
族

に
対
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
５
月
30
日
か
ら
１

週
間
実
施
し
、
職
員
の
あ

い
さ
つ
や
言
葉
づ
か
い
、

話
し
か
け
や
す
さ
、
ナ
ー

ス
コ
ー
ル
の
対
応
な
ど
病

院
職
員
の
対
応
と
病
院
施

設
・
設
備
な
ど
に
つ
い
て

な
ど
の
設
問
に
83
枚
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

病
院
全
体
の
満
足
度
で

は
、「
満
足
」「
や
や
満
足
」

「
普
通
」
を
合
わ
せ
て
、

97
・
５
％
と
な
り
、
患
者

に
一
定
程
度
の
満
足
の
評

価
を
い
た
だ
い
た
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

■
留
萌
市
職
員
数
計
画
と
採
用

　

留
萌
市
で
は
、
退
職
者

の
増
加
や
採
用
辞
退
に
よ

り
、
必
要
な
職
員
数
を
下

回
っ
て
お
り
、
平
成
26
年

３
月
に
定
員
適
正
化
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
委
員

会
で
は
「
人
口
が
減
る
中

で
職
員
増
の
必
要
性
」「
市

内
に
居
住
し
て
い
な
い
市

役
所
職
員
」
な
ど
に
つ
い

て
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

29
年
４
月
現
在
の
一
般

会
計
職
員
数
は
１
８
２

人
で
定
員
適
正
化
計
画

１
８
８
人
を
下
回
っ
て
い

る
た
め
、
職
員
の
確
保
が

今
後
も
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
環

境
整
備
事
業

　

留
萌
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
な
ど
の
満
足
度
向

上
に
向
け
、
市
内
の
観
光

施
設
や
商
店
街
に
設
置
し

た
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
（
無

料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）は
、

言
語
の
選
択
と
性
別
、
生

年
月
日
の
入
力
の
み
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

商
店
街
エ
リ
ア
の
交
流
人

口
増
加
や
外
国
人
観
光
客

の
消
費
需
要
拡
大
の
た

め
の
環
境
整
備
が
進
め
ら

れ
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い

の
創
出
と
商
店
街
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第２常任委員会からの報告 第１常任委員会からの報告

▲人工透析室
（市立病院ホームページより）

▲公共施設設置のWi-Fi

■
木
質
バ
イ
オ
先
進
地
「
下
川
町
」

を
視
察

　

下
川
町
で
は
、
森
林
林
業
を
マ
チ

づ
く
り
の
土
台
に
据
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
木
質
バ
イ
オ
施
策
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
た
マ
チ
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
事
例
を
視
察
す
る
た
め
、

７
月
27
日
、
議
員
10
人
、
農
林
水
産

課
主
査
（
林
務
）、
事
務
局
１
人
の

12
人
で
訪
町
し
ま
し
た
。
視
察
の
受

け
入
れ
は
、
下
川
町
観
光
協
会
が
担

当
し
、一
連
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
訪
れ
る
視
察
団
の
受
け

入
れ
も
町
の
事
業
と
し
て
施
策
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
役
場
職
員
か
ら
「
環
境
未

来
都
市
『
下
川
町
』」
の
概
要
説
明

を
受
け
、
昭
和
28
年
に
町
財
政
が

１
億
円
程
度
の
と
き
、
８
８
０
０
万

円
を
投
じ
て
国
有
林
を
購
入
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
森
林
・
林
業
・
林
産

業
振
興
に
か
け
た
マ
チ
づ
く
り
の
経

緯
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
木
質
チ
ッ
プ
を
燃
料
と

す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
11

基
に
よ
り
30
施
設
に
熱
を
供
給
し
、

周
辺
の
施
設
と
一
の
橋
地
域
で
「
一

の
橋
バ
イ
オ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
と
し

て
機
能
し
て
い
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
型
集
住
化
エ
リ
ア
整
備
に
よ
る
集

落
の
再
生
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

木
質
バ
イ
オ
へ
の
転
換
に
際
し
て

は
、
既
存
燃
油
関
係
者
の
参
画
を
進

め
て
経
済
の
地
域
内
循
環
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
や
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
の
導
入
に
よ
る
多
彩
な
企
画
な

ど
、
学
ぶ
こ
と
の
多
い
視
察
と
な
り

ま
し
た
。

森林・林業・林産業活性化推進議員連盟からの報告

▲木質バイオマスボイラーを見学する議員

▲林活議員ら12人で下川町を視察
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い
る
江
差
町
か
ら
情
報
収
集
を
行
い
、
調
査
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

▲旧佐賀家漁場を空から望む

 

川
口　

宏
和  

萌　芽
クラブ

質
問

こ
れ
か
ら
の
留
萌
港
に
つ
い
て

　

留
萌
港
で
の
新
た
な
取
扱
い
貨
物
の
可
能
性

は
あ
る
か
。
留
萌
港
に
お
け
る
整
備
の
課
題
、

今
後
の
整
備
計
画
、
国
土
交
通
省
が
行
う
「
み

な
と
オ
ア
シ
ス
」へ
登
録
す
る
意
向
は
あ
る
か
。

▲空から見た留萌港

答
弁

平
成
31
年
に
高
規
格
幹
線
深
川
・
留
萌

自
動
車
道
が
全
面
開
通
す
る
こ
と
か
ら
、
留
萌

港
圏
域
に
お
け
る
物
流
需
要
と
潜
在
性
の
把
握

の
た
め
に
情
報
を
収
集
し
た
い
。
多
く
の
施
設

の
老
朽
化
が
著
し
く
重
要
港
湾
と
し
て
の
機
能

維
持
や
安
全
対
策
も
課
題
。
現
在
の
港
湾
施
設

や
船
場
公
園
も
含
め
た
隣
接
す
る
施
設
の
状
況

を
基
に
登
録
が
可
能
か
研
究
を
し
て
い
く
。

質
問

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
大
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
代
が
抱
え
る
子
ど
も
の
医
療
費
に

関
す
る
不
安
や
負
担
を
な
く
し
、
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

市
の
出
生
数
に
変
化
が
出
る
と
考
え
る
。
15
歳

以
下
の
医
療
費
の
現
状
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る

市
独
自
の
助
成
拡
大
へ
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
弁

自
治
体
間
で
医
療
費
の
格
差
が
付
く

の
は
望
ま
し
く
な
い
。
国
の
施
策
や
他
市
町
村

の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
各
種
事
業
の

検
証
を
行
う
。

 

土
田　

悦
也  

萌政会

質
問

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
か
ら

　

第
５
次
総
合
計
画
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
は
、
市
民
の
経
済
・
観
光
へ
の
期
待
の
大
き

さ
に
比
し
、そ
の
満
足
度
の
低
さ
が
際
立
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
弁

る
も
い
プ
ラ
ザ
を
中
心
に
商
店
街
の
に

ぎ
わ
い
創
出
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
市
民
満
足
度
向
上
に
至
ら
ず
苦
慮
し
て
い

る
。
関
係
団
体
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
方

向
性
を
判
断
し
た
い
。

質
問

観
光
事
業
の
地
元
経
済
へ
の
波
及
効
果

　

６
月
入
港
の
豪
華
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
の
歓
迎

事
業
は
約
２
０
７
万
円
で
実
施
さ
れ
た
が
市
民

76
名
の
見
学
会
参
加
以
上
の
効
果
が
あ
っ
た

か
。

答
弁

事
業
の
成
果
、
具
体
的
な
金
額
な
ど
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
一
定
の
経
済
効
果
は

あ
っ
た
と
考
え
る
。

質
問

留
萌
の
観
光
事
業
か
ら

　

留
萌
の
観
光
は
年
間
１
７
０
日
程
の
事
業
だ

が
、
観
光
産
業
確
立
に
は
通
年
の
事
業
展
開
が

必
定
で
は
な
い
か
。

▲黄金岬のにぎわい（昭和45年頃）

答
弁

観
光
産
業
の
直
接
的
な
観
光
業
者
が
少

な
い
留
萌
で
観
光
に
よ
る
効
果
を
把
握
す
る
の

は
難
し
い
が
、
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
で
経
済

効
果
は
一
定
程
度
期
待
で
き
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
状
況
を
踏
ま
え
て
対
応
し
た
い
。

 

村
山
ゆ
か
り  

萌　芽
クラブ

質
問

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

　

平
成
27
年
度
策
定
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
の
１
０
３
事
業
の
事
業
実
績
評
価
に
つ
い

て
、
担
当
所
管
の
自
己
評
価
だ
け
で
は
な
く
、

第
三
者
評
価
、
受
益
者
評
価
が
必
要
。
今
後
の

評
価
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。
地
域
が
育
て
る

公
園
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
公
園
に
設
置
さ
れ

て
い
る
遊
具
が
一
目
で
分
か
る「
公
園
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

　

病
児
保
育
事
業
が
、
一
向
に
進
ま
な
い
。
留

萌
市
立
病
院
と
は
、
ど
の
よ
う
な
協
議
を
行
っ

て
き
た
の
か
伺
い
た
い
。

▲市ホームページに掲載予定の公園

答
弁

事
業
実
績
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
に
向
け
た
適
切
な
点

検
・
評
価
と
な
る
よ
う
、
評
価
手
法
に
つ
い
て

次
回
の
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
合
わ
せ
て

検
討
し
た
い
。
公
園
施
設
の
改
築
お
よ
び
更
新

に
合
わ
せ
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
園
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
適
宜
更
新
を
行
っ
て
い
く
。

　

病
児
保
育
事
業
は
、
保
育
室
の
設
置
や
看
護

師
な
ど
の
人
員
確
保
が
難
し
い
が
、
留
萌
市
立

病
院
内
で
の
実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
て
い
く
。

る
と
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
生
徒
の
獲

得
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
を
協
力
す
る
の
が
留
萌

市
だ
と
思
う
。
野
球
部
が
強
く
な
る
こ
と
で
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
に
も
夢
と
感

動
を
与
え
る
。
自
治
体
も
一
丸
と
な
っ
た
取
り

組
み
は
、
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
考

え
る
。
衰
退
し
て
い
く
町
の
起
爆
剤
と
し
て
市

民
一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上
が
れ
た
ら
素
晴
ら
し

い
と
思
う
。
子
ど
も
た
ち
と
市
民
の
夢
、
留
萌

が
誇
れ
る
も
の
そ
れ
ら
を
叶
え
、
背
中
を
押
す

の
が
留
萌
市
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

▲留萌高校野球部の試合

答
弁

市
が
宿
泊
施
設
を
作
る
の
は
難
し
い
。

両
校
の
歴
史
や
伝
統
に
配
慮
し
た
学
校
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
部

活
動
も
含
め
て
活
気
に
満
ち
た
歴
史
を
築
い
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

 

鵜
城　

雪
子  

萌政会

質
問

平
成
30
年
度
骨
格
予
算
に
つ
い
て

　

来
年
３
月
９
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選

を
控
え
、
来
年
度
予
算
は
人
件
費
な
ど
義
務
的

経
費
を
中
心
に
し
た
骨
格
予
算
が
組
ま
れ
る
と

考
え
る
が
、
普
通
で
は
考
え
難
い
ハ
コ
モ
ノ
事

業
費
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

留
萌
市
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
議
会
で
の

議
論
が
な
さ
れ
、
予
算
の
優
先
度
、
市
民
に
対

し
て
の
必
要
性
な
ど
を
判
断
し
、
議
会
の
了
承

を
得
て
予
算
化
し
て
い
る
と
理
解
願
い
た
い
。

質
問

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
に
対
す
る
市
長
の
責
任

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

８
月
21
日
に
深
川
市
や
深
川
商
工
会
議
所
と

の
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
が
、
留
萌
市
か
ら
は
市

長
を
は
じ
め
誰
も
参
加
し
て
い
な
い
。
沿
線
自

治
体
と
し
て
の
責
任
や
今
後
の
対
応
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

▲乗降客を待つタクシー

答
弁

留
萌
市
と
し
て
の
姿
勢
を
判
断
し
て

い
な
い
中
で
、
路
線
存
続
を
確
認
す
る
懇
談
会

に
参
加
す
る
段
階
で
は
な
い
と
見
合
わ
せ
た
。

　

ま
た
、
国
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
中
で
、
も
う
一
度
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

戸
水
美
保
子  

留　萌
公明党

質
問

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

留
萌
市
通
学
路
安
全
推
進
協
議
会
が
策
定
し

て
い
る
留
萌
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
標
識
が
色
あ
せ
て
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
は
見
え
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
点
検
し
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

▲市内の通学路２カ所に設置された注意標識

答
弁

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
引
き
続
き
推
進
す
る
。

　

標
識
は
合
同
点
検
時
に
維
持
管
理
状
態
を
確

認
し
、
関
係
機
関
で
対
策
を
協
議
し
て
い
く
。

質
問

黄
金
岬
海
浜
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

　

こ
の
夏
の
イ
ソ
ガ
ニ
の
資
源
保
護
の
啓
発
に

つ
い
て
、
ま
た
、
古
く
な
っ
た
ト
イ
レ
施
設
の

改
修
や
黄
金
岬
海
浜
公
園
の
観
光
施
設
の
配
置

図
な
ど
を
整
備
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁

資
源
保
護
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
、
黄
金
岬
観
光
協
会
に
配
布
し
啓
発
し
た
。

　

ト
イ
レ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
必
要
性
は
理
解

し
つ
つ
、来
訪
者
の
安
全
対
策
を
最
優
先
と
し
、

指
定
管
理
者
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
る
。

 

燕　
　

昌
克  

萌政会

質
問

観
光
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

観
光
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
観
光
産
業
が
市
の
基
幹
産
業
に
な

り
え
る
と
考
え
る
。
観
光
地
経
営
を
行
う
組
織

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
必

要
性
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁

観
光
産
業
が
、
留
萌
に
お
い
て
直
ぐ
に

基
幹
産
業
に
な
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
管
内
の

自
治
体
や
観
光
協
会
、
運
輸
業
界
や
金
融
業
界

で
組
織
さ
れ
る
西
蝦
夷
再
興
協
議
会
に
参
画

し
、
こ
の
地
域
で
ふ
さ
わ
し
い
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
あ
り

方
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

質
問

産
業
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

国
指
定
の
文
化
財
で
あ
る
ニ
シ
ン
漁
労
用
具

や
旧
佐
賀
家
漁
場
の
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
、
日
本
遺
産
な
ど
の

事
業
の
検
討
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
見
解
を
伺

い
た
い
。

答
弁

旧
佐
賀
家
漁
場
や
ニ
シ
ン
漁
労
用
具

は
適
切
に
維
持
・
保
全
し
な
が
ら
学
習
資
源
と

し
て
活
用
を
図
り
、
今
後
は
平
成
18
年
に
策
定

し
た
整
備
計
画
の
見
直
し
作
業
を
進
め
る
。
日

本
遺
産
に
つ
い
て
は
、
道
内
で
認
定
を
受
け
て



留萌市議会だより 議会です こんにちは
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【総務費】
Ｑ地方公共団体のストレスチェック

の実施と結果から職場内での改善
策は。

Ａ各職員に調査票を配り、本人が送
付を行い、個人情報に配慮され業
者に分析を依頼し結果を受けて毎
年行う組織ヒアリングなどで問題
点を検討、改善を進めていく。

Ｑ Ｊアラートが発令された際の学
校内の子どもたちの避難行動は。

Ａ小中学校での行動については教育
委員会から校長会を通し各学校で
対応することになっている。

Ｑ高齢者の免許証の自主返納の件数
について。

Ａ平成26年度17件、27年度32
件、28年度33件である。

Ｑ公職選挙法が改正され、昨年から
18歳以上に選挙権が与えられた
ことによる市の取り組みは。

Ａ新有権者や18歳に達した方に啓発
のハガキを送付したり、選挙を身
近に感じてもらうために児童会や
生徒会に実際の投票箱や記載台を
貸し出し、明るい選挙啓発ポスタ
ーの作成の依頼など行っている。

Ｑ古くなった防災倉庫の安全性は保
たれているのか。

Ａ市内の施設の中で一番古いので、
耐震上の問題は認識している。

▲港町にある防災倉庫

【民生費】
Ｑ療育通園センターと放課後デイサ

ービスを併用されているケースも
ある。施設の考えを聞きたい。

Ａ市内の事業所などと子どもたちの療
育に必要なサービスを展開していき
たい。平成31年度から療育通園セ
ンターは新体制となるので研究中。

Ｑ生活保護費の不正受給の実態はあ
ったか。対応について伺う。

Ａ収入があるのに未申告だったなど
の不適切な受給は９件あり、本人
に聴取し、不正だと判断した場合
は全額の返還を求めている。
【衛生費】
Ｑ市民から墓地についての要望は。
Ａ合同墓について問い合わせが数件
あり、平成30年度に建設する計
画であることを伝えた。

▲市営墓地

Ｑ医療クラークの養成と移住定住マ
ッチングの成果は。

Ａ地域医療関連人材の移住促進養成
プロジェクトであり、１年目は医
療クラークや医師事務作業補助者
の研修を行ったが、市の移住の成
果はゼロだった。

Ｑ手話通訳委託料の内容と利用され
た回数について伺う。

Ａ市内で市民生活に必要な人から依
頼があった場合に派遣する際の委
託料であり、昨年度は32件の利
用があった。
【労働費】
Ｑ勤労福祉センターの改修工事の内

容は。
Ａ利便性の向上を目的にトイレを洋
式に、和室をビニール素材貼りに
それぞれ改修した。
【農林水産費】
Ｑ営農農家にとって障がいのある方

の就労のメリットは。
Ａ田植えや野菜の収穫期の繁忙期に
依頼できることや農業に対し就労
への自信を持つ機会の創出につな
がっていることなどである。

Ｑ農家の担い手不足に力を入れてほ
しいという要望に市はどのように
応えていくのか。

Ａ難しい問題ではあるが、担い手を
確保する支援として、新たな就農
者に対し初期投資の軽減、移住し

てきた際の住居や研修の支援など
を設け、市外でPRを行っている。
【商工費】
Ｑ住宅改修の助成金の上限の拡大の

検討は。
Ａ個人の財産に対する助成となるこ
とから現在は上限の拡大は考えて
いないが、今後の経済の推移を考
慮しつつ検討していきたい。

Ｑ28年度に黄金岬海浜公園で大量
発生したドクガに対する対策は。

Ａドクガの生態を確認し、観光施設
の管理者や北海道などの協力を得
ながら防除に努めたい。
【土木費】
Ｑ高規格道路深川—留萌道の進ち

ょく状況は。
Ａ97％ほど進んでおり、平成31年
度の供用開始に向け整備が進んで
いる。

Ｑ昨年全面供用を開始した船場公園
の年度の成果と課題は。

Ａ国道と中心街を結ぶ公園として人
の流れが増加したが、冬期間の利
用が減少することから、管理棟を
中心とした貸館などを増やす試み
を指定管理者と進めていきたい。
【教育費】
Ｑ ＡＬＴ（英語指導助手）の派遣

を依頼しても日程の都合で来ても
らえない幼稚園があると聞いた。
今後の対策は。

Ａ幼稚園への派遣はまだ実績はな
い。ＡＬＴは小中学校への派遣が
優先であることから、増員した際
に協議したい。

▲ＡＬＴと英語を学ぶ保育園児

Ｑ中央公民館のアスベストの測定結
果は。

Ａ年に一度の飛散濃度の調査では８
カ所において特段問題のある数値
ではなかった。

決算審査特別委員会からの報告（一部抜粋）９月14日～ 15日・19日、決算審
査特別委員会を開きました。

　「３ソウのマチ」とい
う言葉を耳にしました。
貧乏自治体の街並みの
景観を云うものらしく
「街路の除草、橋などの
公共施設の塗装、街区の
清掃」、「草・装・掃」こ
れら３つの「ソウ」が行
き届いていないマチは
財政が逼迫しているか、
行政が取り組むべき仕
事の優先順位を誤って
いるのか、どちらかと考
えるのが順当らしい。
　この優先順位と並ん
で、限られた財源をどう
効率的に「バランス」良
く事業化するのかが行
政と議会に課せられた
命題です。ともすれば国
や北海道からの補助金
事業は、実のない「こな
し事業」に終わります。
これは、成果・継続を度
外視した単年度公会計
によるものとも考えら
れます。（土）

編集後記

こんなことが決まりました 平成29年 第３回定例会
９月５日～20日

　平成29年第３回定例会が16日間の会期で開催され、認定３件、報告９件、議案９件、決議案２件、
意見書案７件などを審議しました。

　【認　　定】
・平成28年度留萌市各会計歳入歳出決算の認定について ほか２件 ……………… 認　　定
　【報　　告】
・平成28年度留萌市の健全化判断比率の報告について
・平成28年度留萌市の資金不足比率の報告について ほか７件 ……………… 　  了
　【議　　案】
・平成29年度留萌市一般会計補正予算（第３号）
・留萌市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定について
・留萌市議会の議員の議員報酬等の特例に関する条例制定について ほか6件 ………………… 原案可決
　【決 議 案】
・議員定数に関する特別委員会設置についての決議
・朝鮮民主主義人民共和国のミサイル発射及び核実験に抗議する決議  ………………………… 原案可決
　【意見書案】
・林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書
・受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書
・適正な地方財政計画の策定を求める意見書 ほか４件 ……………… 原案可決

各 組 合 議 会 か ら の 報 告
　平成29年留萌消防組合議会第１回臨時会を６
月30日に開催しました。本臨時会では、「平成

二十九年度留萌消防組合補正予算（第一号）」、「動産の取得について(救
助工作車)」、「留萌消防組合職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例制定について」の３件を審議し可決しました。
　また、７月６日から７日にかけて、留萌消防
組合議会行政視察を実施し、南宗谷消防組合（枝
幸町）と稚内地区消防事務組合（稚内市）を視察。
　消防団の装備に関する事項や女性消防吏員の
登用に関する事項について、積極的に質問を行
い、充実した行政視察となりました。

　８月13日開催の留萌南部衛生組合議会第３回
議員協議会において、プラ製容器と紙製容器の分

別状況について報告がありました。プラ製容器は、適正分別66.2％、紙
製容器は、適正分別82.3％で前回調査より改善されました。
　同組合では、引き続き各市町に対し、適正な分別への周知など取り組
みをお願いしています。
　９月４日の第２回定例会では、平成28年
度留萌南部衛生組合会計歳入歳出決算を６億
7,660万7,110円の収入に対し、支出６億6,315
万3,284円で、歳入歳出差引残額1,345万3,826
円を翌年度繰越額として承認しました。

留萌消防組合議会

留萌南部衛生組合議会

▲プラごみ選別作業

▲枝幸町の南宗谷消防組合視察
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 凡例 →　　日程・日時　　　場所・会場　　　対象　　　定員　　　 費用　　　内容　　　申込方法など
　　　　　　問い合わせ　　　電話　　　　ファクス　　　ホームページ　　　　メールアドレス　　問 FAX ＨＰ メール

日 所 対 定 費 内 申

くらし  お知らせの知りたい情報が
いっぱい ！

▲市の木「アカシア」

▼市の花
　「ツツジ」

　　
　　11 月 22 日　  　
　　13：00 ～ 16：00（30 分× 6 枠分）
　　保健福祉センターはーとふる１階１号会議室
　　11 月 21 日　 まで（土・日曜日、祝日を除く）
　　市・市民課
　　５６- ５００３

「留萌市内無料法律相談会」のご案内暮らし

問

日

所
申

▼市民を対象にした無料
法律相談会を開催しま
す。旭川弁護士会に所属
する弁護士が、皆さんの
相談に対応します。
　相談会に参加するため
には予約が必要です。開催前日までに市・市民課へ
お申し込みください。
　なお、参加予約は先着順となります。

暮らし 「移動献血車」巡回のご案内

▼「移動献血車」が次の日程で市内を巡回します。献血のご協力をお願いします。
●巡回日程

広報るもい　2017（平成 29）年 ■11 月号

図書館からのお知らせ学　ぶ

▼ 11 月の催しおよび休館日は、次のとおりとなり
ます。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。
●乳幼児向けおはなし会（おはなし玉手箱）11：00 ～
 ・
 ・
●映 画 会   10：30 ～
 ・

 ・
●休 館 日  
 ・ 
　月曜休館　
 ・
　　市立留萌図書館　
　　４２- ２３００

10
25

11

12

６

24

日
日

日

日

日

日

「リズム」
「かたち」

「ちびまる子ちゃん　
～おじいちゃんはつらいよ～」
　　　　　　（アニメ・70 分）

「学校」（邦画・129 分）

館内整理休館

／ 13 日　  ／ 20 日　  ／ 27 日　  

問

◎Ｂ案

◎Ｂ案（修正版）
一歩前に踏み出そう！仲間が、仕事が待っている！

北海道知事指定障がい福祉サービス事業所
NPO法人

留萌市見晴町2丁目27番地（中央公民館内）
☎43-3888 E-mail chao@bz03.plala.or.jp
留萌市見晴町2丁目27番地（中央公民館内）
☎まずは一歩踏み出して相談を！

随時、見学受付中！随時、見学受付中！

　   仕　事　内　容 

◎各種軽作業（室内外）

◎喫茶業務（２店舗）

（要予約）

「療育手帳を持っていて働いていたが辞め
た」「一般企業で働いていたが、対人関係
が苦手でうつを発症し、治療中である」「内
臓疾患などがあり、身障者手帳を持って
いる」「障がいがあり、年齢や体力面で一
般企業で働くのは無理と考えている」・・・

一歩前に踏み出そう！仲間が、仕事が待っている！
北海道知事指定障がい福祉サービス事業所
NPO法人

留萌市見晴町2丁目27番地（中央公民館内）
☎43-3888 E-mail chao@bz03.plala.or.jpまずは一歩踏み出して相談を！

随時、見学受付中！随時、見学受付中！

　   仕　事　内　容 

◎各種軽作業（室内外）

◎喫茶業務（２店舗）

（要予約）

■通所される方のイメージ
「一般企業で働いていたが、対人関係

が苦手でうつを発症し、治療中である」

「障がいがあり、年齢や体力面で一般

企業で働くのは無理と考えている」・・・

　　・麹 造 り　11 月 15 日　　9：00 ～
　　・みそ造り　11 月 17 日　 または 18 日
　　　いずれも 9：00 ～
　　※
　　※
　　
　　20 人　　　　　　　　3,700 円
　　講師：食を楽しむネットワーク「秋桜」

※

　　風土工房こさえーる　
　　４３- ４５５６

日

定 費
内
申

問

当日はエプロンや三角巾、マスクをご持参くださ
い。

「風土工房こさえーる料理講習会」の
ご案内①学　ぶ

▼風土工房こさえーるでは、定期的に料理講習会を
開催しています。11 月は「手造りみそ」の料理講
習会を開催します。ぜひご参加ください。 

　　11 月 19 日　　9：00 ～
　　10 人　
　　1,000 円
　　講師：食を楽しむネットワーク「秋桜」
　　

※

　　風土工房こさえーる　
　　４３- ４５５６

日
定
費
内
申

問

当日はエプロンや三角巾、マスクをご持参くださ
い。

「風土工房こさえーる料理講習会」の
ご案内②学　ぶ

▼風土工房こさえーるでは、定期的に料理講習会を
開催しています。
　11 月は「ケーキ作り」の
料理講習会を開催します。ぜ
ひご参加ください。

11 月１日　 から 10 日　 までに下記へお申し
込みください。（月・土・日曜日、祝日を除く）

11 月１日　 から 10 日　 までに下記へお申し
込みください。（月・土・日曜日、祝日を除く）

※
※
　　市・保健医療課（はーとふる内）　　　４９- ６０５０問

天候や道路状況などで、巡回時刻が変更になる場合があります。
健康状態などで、献血をお断りする場合があります。あらかじめご了承ください。

日　　　　　　時 場　　　　　　所

11 月 13 日

11 月 14 日

11 月 15 日

11 月 16 日

11 月 17 日

10：00 ～ 12：30

14：00 ～ 16：00

10：00 ～ 11：00

12：30 ～ 16：00

10：00 ～ 11：00

11：20 ～ 12：30

13：30 ～ 14：30

15：00 ～ 16：00

10：00 ～ 12：00

13：00 ～ 16：00

10：00 ～ 12：30

13：30 ～ 16：00

留 萌 開 発 建 設 部 前

Ｄ Ｃ M ホ ー マ ッ ク 留 萌 店
マ ッ ク ス バ リ ュ 留 萌 店 前

留 萌 開 発 事 務 所 前

市 立 病 院 職 員 通 用 口 前

北海道電力株式会社留萌営業所駐車場

留 萌 信 用 金 庫 本 店 横 駐 車 場

保 健 福 祉 セ ン タ ー は ー と ふ る 前

株 式 会 社 堀 口 組 前

市 役 所 本 庁 舎 前

北 海 道 留 萌 合 同 庁 舎 前

・

寿 町 １ 丁 目

南 町 ４ 丁 目

堀 川 町 ２ 丁 目

東 雲 町 ２ 丁 目

末 広 町 ４ 丁 目

花 園 町 ２ 丁 目

五十嵐町１丁目

高 砂 町 １ 丁 目

幸 町 １ 丁 目

住之江町２丁目

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

麹造りとみそ造りの両方にご参加ください。
みそ造りは開催日のうち、どちらか都合の良
い日をお選びください。
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▼南留萌地域通年雇用促進協議会では、通年雇用化
の促進などを目的として、「事業所向け通年雇用支
援セミナー」を開催します。
　セミナーでは、通年雇用化の成功事例紹介や経営
戦略の構築、助成制度の活用などに関する講義を行
います。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。
　　11 月９日　　10：00 ～ 12：00
　　留萌地域人材開発センター（パワスポ留萌）
　　季節労働者を雇用している事業所および事業者
　　無料

　　南留萌地域通年雇用促進協議会　
　　４２- ２２７８
問

「事業所向け通年雇用支援セミナー」
開催のご案内

 留萌市以外から
 のお知らせ

日
所
対

内 講演「会社経営に活用できる各種支援制度」
～支援制度の有効活用と通年雇用のメリット～
講師：弁護士・社会保険労務士　奥野　舞　氏

「北海道メディカルミュージアム」開催
のお知らせ

　　11 月 16 日　　14：00 ～ 15：00
　　視聴会場　保健福祉センターはーとふる
　　テーマ　　
　　旭川医科大学　
　　０１６６- ６５- ２１１１
　　http://www.asahikawa-med.ac.jp/

 留萌市以外から
 のお知らせ

▼旭川医科大学では、インターネット医学講座「北
海道メディカルミュージアム」を開催しています。

「認知症になりにくい生活とは！」

　講座では、医師や看護師
が「病気治療の最新情報」

「健康に暮らすための知識」
などについて分かりやすく
解説します。なお、講座の
受講は無料です。
　詳しくは、下記へお問い
合わせください。
日

問

所

ＨＰ

内

▼親子で料理を楽しく作りながら、食べることの喜
びや食べ物の大切さを学びましょう。
　当日は、会場で塩分測定を行いますので、ご自宅
のみそ汁をご持参してください。
　　12 月９日　　10：00 ～ 13：00
　　保健福祉センターはーとふる２階調理実習室
　　小学生とその保護者
　　15 組（定員になり次第締め切り）
　　１人 300 円
　　12 月１日　 までに下記へお申し込みください。
　　（土・日曜日、祝日を除く）
※
　　
　　留萌市食生活改善推進員協議会事務局
　　（市・保健医療課（はーとふる内））
　　４９- ６０５０

問

対

日

定

申

所

費

「親子料理教室」のご案内学　ぶ

　　留萌南部衛生組合　
　　４３- ２５５５
問

▼収集の申し込みは、収集日２日前（閉庁日の場合は
その前の平日）の午後３時までに下記へお願いします。
● 11 月の粗大ごみ収集日 日 所

「11 月の粗大ごみ収集日」についてご　み

15日 大町、瀬越町、港町、明元町、幸町、本町

16日 寿町、礼受町、浜中町、沖見町、平和台

17日 見晴町、宮園町、錦町、開運町、栄町

22日
三泊町、塩見町、春日町、元町、船場町、
花園町、末広町、旭町

23日
住之江町、泉町、野本町、千鳥町、元川町、
神居岩、堀川町、高砂町、五十嵐町

24日
緑ケ丘町、東雲町、南町、潮静、大和田、
藤山町、幌糠町、中幌、樽真布、南幌、
峠下町、東幌

▼北海道内で事業を営む使用者およびその事業場で
働く全ての労働者（臨時やパートタイマー、アルバ
イトなどを含む）に適用される北海道最低賃金が
10 月１日から改正されました。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。

　　留萌労働基準監督署　　
　　４２- ０４６３
問

「北海道最低賃金」の改正について 留萌市以外から
 のお知らせ

■北海道地域環境学習講座「eco －アカデミア」開催のご案内

▼市では、エコライフの推進などを目的として、北海道地域環境学習講座「eco
－アカデミア」を開催します。詳しくは、下記へお問い合わせください。
　　11 月 17 日　　18：30 ～ 20：30
　　保健福祉センターはーとふる２階多目的ホール
　　講演「ドイツの環境保全の取り組み」講師：ビアンカ・フュルスト　氏
　　市・環境保全課　　　４２- １８０６　問

日
所

時 間 額　　　　　　 円810

「必ずチェック 最低賃金！使用者も、労働者も」

北 海 道 最 低 賃 金

当日はエプロンや三角巾、筆記用具をご持参くだ
さい。

▼留萌地方社会教育委員連絡協議会では、生涯学習
の充実や推進を目的として、「平成 29 年度留萌管
内生涯学習セミナー」を開催します。
　セミナーでは、「縮小社会における社会教育の使
命」と題し、北海学園大学教授が講演します。ぜひ
お越しください。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。
　　11 月 19 日　　10：00 ～（受付  9：30 ～）
　　保健福祉センターはーとふる２階多目的ホール
　　無料
　　

　　
　　留萌地方社会教育委員連絡協議会事務局
　　（市・教育委員会生涯学習課）
　　４２- ０４３５

問

日

申

所
費

「生涯学習セミナー」開催のご案内学　ぶ

当日参加も可能ですが準備の都合上、参加を希
望する方は 11 月 13 日　 までに下記へお申し
込みください。（土・日曜日、祝日を除く）

内

▼「人権週間（12 月４日から 10 日まで）」に合わせ、
人権擁護委員が「特設人権相談所」を開設し、皆さ
んの身近な問題の解決のお手伝いをします。
　相談内容についての秘密は守られますので、安心
してご相談ください。（相談無料）
　　12 月４日　　10：00 ～ 15：00
　　るもいプラザ

　　旭川地方法務局留萌支局　
　　４２- ０４９２

日
所

問

「特設人権相談所」開設のご案内 留萌市以外から
 のお知らせ
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●市には留萌市長から推薦され、法務大臣の委嘱を
　受けた次の人権擁護委員がいます

▼ 11 月は「労働保険適用促進強化月間」です。
　労働保険（労災保険と雇用保険の総称）は、労働
者の生活の安定や福祉の増進などを図ることを目的
として、国が直接管理・運営している保険制度です。
労働者を１人でも雇用している場合、使用者は法人・
個人を問わず労働保険の加入が義務付けられていま
す。
　厚生労働省では「労働保険適用促進強化月間」の
期間中、集中的に広報活動を展開し、労働保険制度
の周知を図っています。詳しくは、下記へお問い合
わせください。
　　厚生労働省北海道労働局労働保険徴収課　
　　０１１- ７０９- ２３１１
　　留萌労働基準監督署　　　４２- ０４６３
　　ハローワーク留萌　　　　４２- ０３８８

「労働保険適用促進強化月間」の
お知らせ

 留萌市以外から
 のお知らせ

問

問
問

費
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家政婦さんをご紹介するために、家政婦さんと
して働いてみたい方の登録を受け付けています。

家事のお手伝いからお年寄りの介護まで
皆さんの生活をサポートします

家政婦さんをご紹介します

江戸薬局
ハウスキーパーバンク留萌市錦町 3 丁目

☎42-0697 ☎42-0697お問い合わせは 

江戸薬局
グループ 

（江戸薬局内）

ちくのう症・慢性鼻炎・鼻づまりによく効きます。
《生薬製剤》

▼全国の指名手配犯は平成 29 年８月末現在で、約
660 人に上ります。潜伏中の指名手配犯は、再び
凶悪事件を起こすおそれがあります。警察では総力
を挙げ、追跡捜査・早期検挙に取り組んでいます。
　指名手配犯の発見に向けた捜査には、皆さんのご
協力が必要です。ささいなことでも情報提供いただ
けますようお願いします。なお、指名手配犯の情報
は、北海道警察旭川方面本部ホームページ（http://
www.asahikawahonbu.police.pref.hokkaido.lg.jp/
index.html）でご覧いただけます。
　　留萌警察署　
　　４２- ０１１０
問

「指名手配犯の発見に向けた捜査」に
ご協力をお願いします

 留萌市以外から
 のお知らせ

▼貸しビルやアパートなどに設置している電気計器
（子メーター）は、有効期限が計量法で定められて
います。
　また、有効期限が切れているものや検定票がない
ものなどを使用することは禁止されています。　
　なお、電気計器の「検定ラベル」や「検定票」に
は、それぞれ有効期限が表示されていますので、ご
確認ください。
　　日本電気計器検定所北海道支社
　　０１１- ６６８- ２４３７
　　北海道経済産業局電力事業課
　　０１１- ７０９- １７５５

問

「電気計器の有効期限」について 留萌市以外から
 のお知らせ

問

▼バンゴべトンネル（仮称）は、高規格幹線道路深
川・留萌自動車道の幌糠留萌道路バンゴべ地区で現
在、建設を進めている延長 311 メートルのトンネ
ルです。
　工事は、平成 29 年３月からトンネル坑口部分の
立木伐採や工事で使用する仮設備の設置などを開始
し、８月からトンネルの掘削工事を進めています。
今後は、防災通信設備の設置や舗装工事を実施し、
31 年度に開通する予定です。

　　留萌開発建設部広報官　
　　４２- ２３９３

留萌開発建設部の留萌市内工事紹介
「バンゴべトンネル（仮称）」について

問

 留萌市以外から
 のお知らせ

▲バンゴべトンネル（仮称）の掘削工事

▼北海道では、天塩沿岸海岸保全基本計画の変更に
伴い、地域の皆さんからの計画に関するご意見など
を伺っています。
　次の縦覧場所で変更案の縦覧を実施します。ご意
見のある方は、縦覧場所の各課へ書面（任意様式）
で提出してください。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。
　　縦覧期間　11 月 20 日　 ～ 12 月 19 日
　　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）
　　縦覧場所　①
　　　　　　　②
　　　　　　　③
　　　　　　　④

　　留萌振興局留萌建設管理部事業室治水課
　　４２- ８３７７

「天塩沿岸海岸保全基本計画変更案の
縦覧」について

 留萌市以外から
 のお知らせ

留萌振興局留萌建設管理部事業室治水課
留萌振興局産業振興部水産課
留萌振興局産業振興部農村振興課
市・経済港湾課

意見提出期限
意見書は、縦覧終了日から 10 日後までに縦覧
場所の各課へ書面（任意様式）で提出してくだ
さい。（土・日曜日、祝日を除く）
※最終期限は 12 月 28 日　 までとなります。

問

内

▼一般社団法人北・ほっかいどう総合カウンセリング支援センターでは、犯罪被害に遭った方の悩みや不安
などを伺い、受け止めるため、相談員が「犯罪被害相談・心の悩み相談」を行っています。
　相談は無料です。また、相談内容の秘密は厳守します。
●各相談の電話番号

「犯罪被害相談・心の悩み相談」のご案内 留萌市以外から
 のお知らせ

◎犯罪被害相談（相談室直通）　電話番号：

　　　　　　　　　　　　　　　開設時間：　月・火・木・金（祝日を除く）　10：00 ～ 15：00

　　一般社団法人北・ほっかいどう総合カウンセリング支援センター事務局
　　０１６６- ２４- ３０１０

◎心の悩み相談（相談室直通）　電話番号：

　　　　　　　　　　　　　　　開設時間：　　火　・　木　　（祝日を除く）　10：00 ～ 15：00

0166-24-1900

0166-27-7611

問

■「広報るもい掲載広告」募集のお知らせ

▼市では、「広報るもい」平成 30
年１月号から４月号までの掲載広
告を募集しています。詳しくは、
下記へお問い合わせください。
　　市・政策調整課　
　　４２- １８０９　
問

●掲載料金（１枠当たり）

※お知らせ下段は、発行月によって増枠する場合があります。

掲載場所

お知らせ下段（4.5㎝× 18㎝）
裏表紙（13㎝× 18.5㎝）

枠　数

６　枠
２　枠

料　　　 金（ 税 込 み ）
市内事業者 市外事業者
8,000 円／月

25,000 円／月
10,000 円／月
25,000 円／月

「国の教育ローン」のご案内 留萌市以外から
 のお知らせ

▼「国の教育ローン（教育一般貸付）」は、高校や短期大学、大学などに入学または在学する子どもがいる
世帯を対象とした公的な融資制度です。入学金や授業料、教科書代などの資金としてご利用いただけます。
　　融資の対象となる学校に入学または在学している子どもの保護者で、次の世帯年収（所得）に該当する方

　　融  資  額　子ども１人当たり 350 万円以内（海外留学資金は 450 万円以内）
　　金　　利　年 1.81％　　　　返済期間　15 年以内
　　※

　　返済方法　元利均等毎月払い（ボーナス月増額返済も可能）
　　保　　証　公益財団法人教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）
　　教育ローンコールセンター　　　０５７０- ００８６５６（音声案内）／０３- ５３２１- ８６５６
　　https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/ippan.html
問

対

内

「母子家庭」「父子家庭」「世帯年収 200 万円（所得 122 万円）以内の方」などは金利が年 1.41％、
返済期間が 18 年以内となります。

子どもの人数

世帯年収

１　　人

790 万円以内
（所得 590 万円以内）

２　　人

890 万円以内
（所得 680 万円以内）

３　　人

990 万円以内
（所得 770 万円以内）

４人以上

　コールセンターに
　お問い合わせくだ
　さい。一定の要件に該当した場合は、990

万円以内（所得 770 万円以内）まで
緩和されます。

※

ＨＰ

◎犯罪被害相談

◎心の悩み相談
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　　市・教育委員会生涯学習課　　　４２- ０４３５　問

「平成 30 年留萌市成人式に関する」ご案内

◎平成 30 年留萌市成人式「誓いの言葉を朗読する新成人」の募集

「国民年金（種別変更）の手続き」について

▼ 20 歳以上 60 歳未満の方は、国民年金の加入が義務付けられています。
　就職や転職、結婚などの際は、国民年金の加入種別が変わるため、本人および配偶者の
種別変更の手続きが必要となります。詳しくは、下記へお問い合わせください。
※種別変更がされていないと、障害年金や遺族年金などが受け取れなくなる場合がありま
　す。忘れずに種別変更の手続きを行ってください。

【 加入種別 】◎第 1 号被保険者：自営業者や学生など

　　　　　　◎第 2 号被保険者：厚生年金や共済組合の加入者

　　　　　　◎第 3 号被保険者：第 2 号被保険者に扶養されている配偶者
　　　　　　　　　　　　　　　（収入が一定額を超えない方）

◎次の場合には種別変更の手続きが必要となります

　　市・市民課　　　　　 ４２- １８０５
　　留萌年金事務所　　　４３- ７２１１問
問

種別変更の手続きが必要な場合 被保険者の種別

未加入→第１号

第２号→第１号

第３号→第１号

未加入→第３号

第１号→第３号

第２号→第３号

手続き先

市・市民課窓口

配偶者の勤務先

厚生年金や共済組合に加入していない方（学
生やフリーターなど）が 20 歳になった場合

第 2 号被保険者が 60 歳になる前に会社など
を退職した場合

第 2 号被保険者（配偶者）に扶養されている
方で、その配偶者が会社などを退職した場合

配偶者の扶養から外れる場合（パート収入で
130 万円を超えた場合など）

第 2 号被保険者に扶養されている配偶者が
20 歳になった場合

就職して第 2 号被保険者となった配偶者に
扶養される場合

第 2 号被保険者が会社などを退職し、第 2
号被保険者である配偶者に扶養される場合

◎平成 30 年留萌市成人式「ありがとう＆がんばれメッセージ」の募集

◎平成 30 年留萌市成人式「市外在住者参加申込受付」のご案内

▼平成 30 年留萌市成人式で「誓いの言葉」を朗読する男女各１人
を募集します。一生に一度の晴れ舞台で思い出をつくりませんか。

●平成 30 年留萌市成人式
　　１月７日　　15：00 ～（受付 14：15 ～）　
　　文化センター
日
所

　　成人式当日、出席可能な留萌市出身の新成人　　
12 月８日　 までに電話またはファクスで下記へお申し込みください。

対
申

▼平成 30 年留萌市成人式で紹介する「家族愛」をテーマにしたメッセージを募集します。
　新成人から家族または家族から新成人への思いなどをメッセージに託し、日ごろの感謝
の気持ちを大切な人に伝えてみませんか。

12 月 29 日　 までに郵送またはファクス、電子メールで下記へお申し込みください。申

●メッセージの記入方法

　メッセージは 200 字以内で、最初に「○○へ」と送る相手、
最後に「○○より」と発信者を記入してください。（ニックネー
ム、匿名可）

　　市・教育委員会生涯学習課　
　　４２- ０４３５　　　４３- ６３１２
問

FAX

　　市・教育委員会生涯学習課（〒０７７- ００３１　留萌市幸町１丁目 14 番地）　
　　４２- ０４３５　　　４３- ６３１２　　　syougaigakusyu@e-rumoi.jp
問

FAX メール

▼市外に在住している方で、平成 30 年留萌市成人式への参加を希望する方は下記へお申
し込みください。
※
※

市内に住所がある方への案内はがきの発送は、11 月下旬を予定しています。
市内に住所がある方の申し込みは不要となります。

市外に在住している方のうち、平成９年４月２日から平成 10 年４月 1 日までに生ま
れた方
12 月 29 日　 までに電話で下記へお申し込みいただくか、直接下記窓口にお申し込
みください。（土・日曜日、祝日を除く）

申

対
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後期 基礎老年医学講座⑨「免疫障害と感染症の特徴」講師：札幌医科大学 教授  小海 康夫　氏 ・

13:00 ～ 14:00

13:30 ～ 15:30

9:30 ～ 11:30

広報るもい　2017（平成 29）年 ■11 月号

留萌セントラルクリニック11 月 12 日の
日曜当番医院

栄町１丁目   ☎43-9500　9：00～17：00

※上記以外の日曜、祝日および夜間の診療は、かかりつけの病院（医院）へお問い合わせください。
※市立病院は二次医療病院として、全ての「土・日曜、・祝日」「夜間」に対応しています。

☎43-8121
【開館時間】 9：00～17：00／9：00～20：30（水・木）

　　　　　※20：00以降は入館できません休館日 月曜日・祝日るもい健康の駅

※各イベントは、事前の申し込みが必要です。詳しくは、るもい健康の駅ホームページ
　（http://www.cohortopia.jp/eki）をご確認ください。

日

日
日

日

日
日
日

４

10
11

18

18
24
28

【 11 月のイベント 】

認知症サポーター養成講座（13:30 ～ 14:30）＋ オレンジカフェ留萌（14:30 ～ 15:30）

 ・

 ・

13:30 ～ 15:30 「オレンジカフェ留萌 in 元町」会場：港北コミュニティセンター（元町５丁目）

るもい健康の駅では、「独居高齢者栄養実態調査」を下記の電話番号で実施しています。皆さんのご理解とご
協力をお願いします。るもい健康の駅「独居高齢者栄養実態調査」電話：43-8127

◎３日　　は休みです。

マンスリー健康講話「119 番と救急車」講師：留萌消防署 救急救命士　松本 直樹　氏 ・

健康コラム
「口臭予防ですてきな笑顔に！」

　口臭があると人付き合いに自信が
なくなります。口臭は、歯と口のケ
アを行うことで予防できます。
　すてきな笑顔で会話を楽しめるよ
う、口臭予防に取り組みましょう。
①生理的口臭
　朝起きたときや疲労・緊張したと
きなどに発生します。歯磨きやうが
いを行いましょう。　
②舌苔（ぜったい）
　舌についた苔（コケ）のような汚
れが原因ですので、歯磨きやうがい、
舌の清掃を行いましょう。
③虫歯・歯周病
　虫歯や歯周病がひどくなった場合
に悪臭が発生します。歯科治療と歯
磨きを行いましょう。
④唾液分泌の減少
　口の中の洗浄・殺菌効果が弱まり、
口臭が強くなります。うがいや水分
摂取などを心掛けましょう。

☎49-6050
【 乳幼児健診 】

保健福祉センターはーとふる

◎対象児には事前に文書でお知らせします。
7

14

21

日

日

日

１歳６カ月児
４ カ 月 児
９ カ 月 児
３ 歳 児

（28 年
（29 年
（29 年
（26 年

◎料金は１回500円です。
対象は１歳６カ月以上の幼児です。対象の月齢以下でも上
の歯が４本以上あり、フッ化物塗布を希望する場合はご相
談ください。

【 フッ化物塗布（予約制） 】

９日 10：00 ～ 11：00 13：00 ～ 15：30

乳幼児の発育や発達などについてご相談ください。
【 母子健康・栄養相談（乳幼児） 】

９日 9：30 ～ 11：30 13：00 ～ 15：00

４月
６月
１月

10 月

生まれ
生まれ
生まれ
生まれ

）
）
）
）

【 受　付 】
13：00
～ 13：30

軽運動や体操などを行います。（時間内の出入りは自由）

【 ピンピンからだ広場 （おおむね 65 歳以上）】

毎週月曜日
毎週金曜日

10：00 ～ 12：00
13：30 ～ 15：30

 ・13:30 ～ 15:30 「オレンジカフェ留萌 in 高砂町」会場：港東コミュニティセンター（高砂町２丁目）

健康や栄養などについてご相談ください。
【 一般健康・栄養相談（乳幼児～成人） 】

２
22

日
日

10：30 ～ 11：30
13：30 ～ 14：30

潮 静 児 童 セ ン タ ー
幌糠コミュニティセンター

231231

至

　留
萌
駅

留萌信用金庫本店

オロロンひまわり基金法律事務所
　　　　　（信和商事ビル２階４号室）

土・日、夜間
応相談

オロロンひまわり基金法律事務所

どうぞお気軽にご相談ください
●借金問題の初回相談無料

●業務時間／ 9：00 ～ 18：00  ●休業日／土・日・祝日 

からだ こころすこやか イキイキすこやか イキイキ

 ■知って防ぐ！感染症の豆知識と予防法■
　　　　　　　「マスクの効果と限界」留萌市立病院感染管理認定看護師　三住 恵美

後期 基礎老年医学講座⑩「感覚器の特徴（視覚と聴覚、めまいなど）」
講師：札幌医科大学 教授  小海 康夫　氏

 ・9:30 ～ 11:30

※各種予防接種やがん検診は、広報るもい４月号（No.709）
に折り込みした用紙（だいだい色）「留萌市保健予防事業
一覧」をご覧ください。

※乳幼児健診の日程が一部変更となりました。１歳６カ月児
の健診は７日　 となりますので、ご注意ください。

　　市立病院・医事課　　　４９- １０１１　　問

【 装着時 】
◎「鼻」「口」「顎」を覆うようにマスクを装着する
◎鼻の部分をおさえて顔にフィットさせる
◎口周りを覆う外側（フィルター部分）は触らない

【 脱着時 】
◎ゴムひもを持って外側に触れないようにしながら、顔から外す
◎マスク脱着後は手を洗うかアルコール消毒を行う

正しい
マスクの

使い方

　人が咳やくしゃみをすると、口や鼻からし
ぶきが飛び散ります。これを飛沫（ひまつ）
と言います。1 回のくしゃみにより、約 4 万
個の飛沫が口や鼻から最長で 2 メートル飛
散すると言われます。
　インフルエンザなどのウイルスはとても微
細で軽い粒子です。ウイルスは通常、飛沫に
含まれて飛散した後、手などに付着して拡散
されます。このため、症状のある人が積極的
にマスクを着用することで、飛沫感染の拡大
を防ぐことにつながります。
　ただし、マスクにも限界があり、飛沫感染
を完全に防ぐことはできません。
　マスクを着用して呼吸する場合、マスクの
フィルターを通った空気に加え、マスクと顔

の隙間から入り込む空気も吸ってしまいま
す。できるだけ顔に密着させてマスクを着用
することが肝心となります。なお、使用中の
マスクの外側にはウイルスなどの病原体が付
着していますので、触らないことが重要です。
　また、鼻を出し、口だけマスクを覆ってい
る方をときどき見かけます。これは正しいマ
スクの装着方法ではありません。露出した鼻
がウイルスの出入り口になってしまうので、
鼻もマスクで覆いましょう。
　感染症の流行期にはマスクを過信せずに、

「人の多い場所を避ける」「症状のある方には
できるだけ近寄らない」「手指を小まめに消
毒する」などの予防策を平行して実施するこ
とが大切です。

 ・13:00 ～ 14:30 救急蘇生法とＡＥＤ体験講習会

はーとふる
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情 報

朝　8：05～8：10
夕　5：05～5：10

広報るもいは再生紙を使用しています

留萌市情報プラザ
災害時は 76.9MHz
留萌市とエフエムもえるは
災害協定を結んでいます

毎週

月～金
曜日

FM 76.9MHz
エフエムもえる

人口と世帯数 平成２９年９月末現在

・総人口 ２１，８０１ 人  （－　１２ 人 ）
・　男 １０，４２８ 人  （＋　　６ 人 ）
・　女 １１，３７３ 人  （－　１８ 人 ）
・世帯数 １１，７９５ 世帯 （－　１０世帯）

※（　）内は前月比

人 口 動 態 平成２９年９月末現在

・出　生 ……１６人
・死　亡 ……１８人

・転　入 ……４２人
・転　出 ……５２人

市長とホットライン（FAX） 市民の声メール koucyou@e-rumoi.jp0120-223-846

あなたが知りたい「市政のいろいろ」について、市の
職員が直接出向き、分かりやすく説明します。

お申し込み・お問い合わせは☎42‐1809まで

　毎月１回、市長とフリートークすることが
できます。参加人数や話題、形式は問いませ
ん。また、事前の申し込みも必要ありません。
　開催時間内に市長室へお越しください。

気軽にお申し込みください
お茶の間トーク

市役所宛ての郵便物は下記郵便番号と宛て名
（留萌市役所・担当課）で届きます。

〒077-8601 留萌市幸町１丁目11番地

ホームページ http://www.e-rumoi.jp/

電子メール kikaku@e-rumoi.jp

日  11月28日　  9：00～12：00／12：45～17：00
所  市役所本庁舎２階市長室
問  市・政策調整課 ☎42-1809

困ったときは
相談しましょう

■市民相談
市民課

☎56-5003
……………………………

■健康・栄養相談
保健福祉センターはーとふる

☎49-6050
……………………………

■教育相談電話
学校教育に関すること
教育委員会学校教育課

☎42-3006
……………………………

児童福祉に関すること
教育委員会子育て支援課
家庭児童相談室

☎42-1808
……………………………

社会教育に関すること
教育委員会生涯学習課

☎42-0435
……………………………

■高齢者に関する相談
地域包括支援センター

☎49-6060
……………………………

■防災相談
総務課

☎56-5005

留萌市市民憲章
　わたくしたちは美しい日本海と留萌川にそう山々の緑にかこま
れた留萌の市民です。港を中心に栄える産業都市、豊かで健康な
文化都市がわたくしたちのねがいです。このねがいを実現するた
め市民憲章をさだめます。
１　海の資源や山の緑を大切にして美しい市

まち
にしよう。

１　人に迷惑をかけず公共の物を大切にして清潔な市
まち

にしよう。
１　きまりを守り、みんなでたすけ合う秩序ある市

まち
にしよう。

１　働くことによろこびをもって、仕事に精を出し豊かな市
まち

にしよう。
１　丈夫なからだとあかるい心をもち、平和な市

まち
にしよう。

 市長とフリートークしませんか？

▲市の木「アカシア」

▲市の花「ツツジ」

納 税 に つ い て

留 萌 市 アンテナ

●今 月 納 期 の 市 税 　・固定資産税　　　４期
　　　　　　　　　　・国民健康保険税　５期
　　　　　　　　　　　　納期限    11 月 30 日
●休日納税相談窓口　11 月 26 日　　 9：00 ～ 17：00
●夜間納税相談窓口　11 月 30 日　 　 20：00まで

■下記以外のお問い合わせ
　総　務　課 ☎42-1801
………………………………
■市の財政、地籍調査など
　財　務　課 ☎42-1813
………………………………
■道市民税など
　税　務　課
　　市民税係 ☎56-5004
………………………………
■固定資産税など
　その他の係 ☎42-1804
………………………………
■広報、町内会、市民活動など
　政策調整課 ☎42-1809
………………………………
■農業、漁業、林業など
　農林水産課 ☎42-1837
………………………………
■商工業、観光、港湾など
　経済港湾課 ☎42-1840
………………………………
■生活保護、障がい者福祉など
　社会福祉課 ☎42-1807
………………………………
■戸籍、各種証明、国保・後期、
　医療費助成など
　市　民　課 ☎42-1805
………………………………
■道路、公園など
　都市整備課 ☎42-2010
………………………………
■市営住宅、建築確認申請など
　建築住宅課 ☎42-2025
………………………………
■上下水道の料金・トラブルなど
　上下水道課

　上水道係 ☎42-5151
　下水道係 ☎42-2049

………………………………
■ごみの分別、公衆衛生など
　環境保全課 ☎42-1806
………………………………
■市内の小中学校など
　学校教育課 ☎42-3006
………………………………
■児童手当、保育園など
　子育て支援課 ☎42-1808
………………………………
■社会教育、スポーツなど
　生涯学習課 ☎42-0435
………………………………
■健康づくり、介護保険など
　保健医療課 ☎49-6050
　介護支援課 ☎49-6070
………………………………
■高齢者相談、介護予防など
　地域包括支援センター

 ☎49-6060
………………………………
■粗大ごみ収集の申し込みなど
　留萌南部衛生組合 

 ☎43-2555

主な電話番号
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■NTT東　広報るもい　フレッツ光ライト×ひかり電話
　H29.5月号

「三省堂書店を応援し隊」は、本の魅力や楽しさをひとりでも多くの方にお伝
えし、地域とのつながりを大切にして、さまざまな活動に取り組んでいます。

三省堂書店を応援し隊
インフォーメーション

■お問い合わせは　三省堂書店を応援し隊 事務所（留萌ブックセンター）☎43-2255

●日時　11月14日㈫ 18:30～
●場所　留萌ブックセンター

おとなのためのおはなし会

●日時　11月26日㈰ 14:00～
●場所　留萌ブックセンター

こどもたちによる
こどもたちへのおはなし会

今月の
主な活動
　ご紹介

   読み手として
   おはなし会に参加しませんか？

　「こどもたちによるこどもたちへ
のおはなし会」では、小中学生の読
み手を募集しています。
　また、「こどものための親子（祖
父母と孫）によるお話し会」では、
親子または祖父母と孫の組み合わせ
の読み手を募集しています。
　興味がある方
は、下記へご連
絡ください。


